八戸市立長者小学校　算数：「教えて考えさせる授業」デモ授業 2010,10,30
異分母分数のたし算とひき算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学大学院教育学研究科：市川伸一

　分数概念の難しさ　分数は、小学校算数の中で、もっとも難しいもののひとつであると言われる。分数の難しさは、その多義性と表記のしかたにあるように思われる。たとえば、３分の２という分数は、「１を３等分した量の２個分（量分数）」、「３の中にしめる２の割合（割合分数）」、「ある量を３つに分けたうちの２個分（分割分数）」「２を３で割った答え（商分数）」というようなさまざまな意味がある。これをどのような順序で獲得させていくかということ自体、算数教育の大きな問題であろう。また、分数を２／３のように表記するのは、多様な意味を表現するために極めて便利ではあるが、整数や小数に比べると、初学者には極めて複雑に見える。（もっとも、これはいたしかたのないことであり、分数は２つないしは３つの量の関係があってこそ成立する概念だからである。）
　線分図・面積図でのつまずき　一般的な教科書では、１よりも小さな量を表すものとして、量分数から導入されることが多い。量分数は絶対的な量であるから、具体的な単位をもち、数直線上の位置として表すことができる。また、量のイメージをとらえやすくするために、面積図が使われることもある。しかし、それでも、初学者のつまずきは大きく、異分母の足し算・引き算、さらには、そこに仮分数や帯分数が混じってくると正答率は非常に低くなる。また、中学生、高校生、大学生になったとき、こうした計算のしかたをすっかり忘れてしまうということがある。「すぐ忘れてしまう」というのは、認知心理学的な視点から解釈すれば、「意味を理解しないまま、機械的な手続きの暗記による学習になっていたため」ということであろう。
　モデルとしての分数玉の提案　従来、ほとんどの教科書で線分図や面積図が使われている（それらは、一見わかりやすい）にもかかわらず、量分数の意味の理解が浸透していない原因として、それらが実際の計算のときにすぐに立ち返って活用されるメンタルモデルとなっていないことが示唆される。そこで、量的な抽象的表現として優れているはずの線分図、面積図に代わって、あえて、量的ではないが、日常生活からの強力なアナロジーと操作性の良さに支えられたモデルとして、「分数玉」を提案したい。これは、百円玉、十円玉、一円玉などが、相互に交換（両替）できるように、ｎ個あつめると１と交換できる値を「ｎ分の１」玉として表現するものである。すなわち、「ｎ分の１」玉は、単位分数の表現にほかならない。ただし、面積図のように、「ｎ分の１」玉の模型は１の「ｎ分の１」の大きさにする必要はない。そのため、小さな値でも操作しやすい模型になる。それでも初学者が認知的に混乱をきたさない（と期待される）のは、日常生活の硬貨のアナロジーが支えているからであろう（一円玉は、十円玉の１０分の１の大きさではない）。

　「教えて考えさせる授業」による展開　分数玉によって、通分、仮分数、帯分数の意味は非常に明瞭になることが期待される。また、大小比較、異分母の足し算・引き算の方法が、操作、図示によって、容易に理解（または発見）できるであろう。今回は、前時までに、分数玉を導入して、同分母の足し算、引き算、さらに通分までを行っておく。本時では、「教えて考えさせる授業」のデモ授業として、通分によって異分母の足し算、引き算ができることをまず教師から説明する。理解確認として、児童自身が分数玉を操作して説明することを求め、類題を解かせる。さらに、理解深化としては、仮分数、帯分数が混ざったときの計算（１と分数玉との交換を含む）について自力解決・協同解決をはかる。
八戸市立長者小学校　算数：「教えて考えさせる授業」デモ授業 2010,10,30
異分母分数のたし算とひき算（指導案）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者：市川伸一（Ｔ１）・中奥尚子（Ｔ２）
本時の目標：分数玉を用いて、異分母のたし算、ひき算の方法を説明ながら解決できる。
	教師からの説明・課題提示・支援
	生徒の学習活動

	教師からの説明（１３分）

　通分の用途を押さえておく。
　分母がちがっても

1 大きさ比べができる
2 たし算、ひき算ができる

 問題１　1/2 + 1/4 = 2/4 + 1/4 = 3/4 
         1/2 – 1/4 = 2/4 – 1/4 = 1/4

 問題２　2/3 + 1/2 = 4/6 + 3/6 = 7/6 = 1 1/6
         2/3 – 1/2 = 4/6 – 3/6 = 1/6
理解確認（１２分）

問題２をグループの中で説明してみる。

教科書のp.46, p.47 の穴埋め問題をやってみる。
理解深化（１５分）

仮分数、帯分数のはいった計算を、分数玉モデルを利用しながら解いてみる。
問題３　 1/2  ＋  3/5
問題４ 　1 1/3  ＋　5/6
問題５　 6/5  －  1/2
問題６　 1 1/2  － 2/3
  　　＊答えが仮分数になったときは、帯分数にしておきましょう。
自己評価（５分）
わかったこと、まだわからないことなどをまとめる。
	机は４人（または３人）の島型配置

ワークシートに記入
通分がどういうときに使われるかを理解

教師の演示をよく見て確認
ワークシートには、分数玉の図を残しておく。
グループ内で解決し、説明する
答え合わせ、教えあいによって、確認
分数玉のモデルに立ち返る。紙に図をかいて残しておくとよい。
問題３ 1/10 玉にそろえる。答えが 11/10 になるので、10個分を１に換えて、1  1/10。
問題４ 帯分数の１はそのままでもかまわない。分数部は、1/6 玉にそろえると、7/6に　　なるので、 ６個分を１に換えて、2 1/6。
問題５ 引かれる数が仮分数になっているので1/10 玉に換えるだけでできる。答えは　　7/10。
問題６　上の問題５をヒントに、１を 1/2 玉に崩していったん仮分数にする。（あるいは、　　先に通分して、1 3/6 としておく。）


（　　）年（　　）組（　　）番　　名前　（　　　　　　　　　　　　）　　（　　）班

分母がちがう分数のたし算とひき算
知っておこう：分母がちがう分数は、通分してからたしたり、ひいたりする
　

■通分：分母を同じにすること

■通分すると、どんないいことがあるか。

　　分母がちがっても、

問題１

問題２

　
確かめよう：自分でやってみよう（通分して、たし算、ひき算）
グループになって、分数玉を使いながら、問題２をお互いに説明してみよう。
できた人は、教科書　　ｐ．４６　　ｐ．４７　の穴埋め問題をやってみよう。
深めよう：むずかしい問題にチャレンジ！
■分数玉で説明しながら、考えてみよう。
問題３
問題４

問題５

問題６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふりかえり
（１）きょうの授業で、大事だと思ったことは何ですか。
（２）まだよく分からないことは何ですか。

（３）おもしろかったことは何ですか。

（４）おもしろくなかったことは何ですか。

（５）その他に、感想や意見があったら、ぜひ書いてください。
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